
 

 

 

 

 

 

 

 

野生イノシシ生息地域への入山者の増加、融雪等による野生イノシシの行動範囲の

拡大などから、これから春を迎えるにあたり野生イノシシの保有する豚熱ウイルスが拡散

される可能性が高まることが予測されます。昨年は、１月及び３月に飼養豚での豚熱が

各１事例発生した後、４月に４事例発生するなど春に発生が集中しました。 

また、豚熱のこれまでの疫学調査で、免疫を獲得していない豚群のいる離乳豚舎で

特に感染がおこりやすいことを念頭において、豚舎に出入りする際にウイルスを持ち込ま

ない衛生対策を実施することが必要です。 

以下の豚熱の防疫対策を徹底し、発生を予防しましょう！ 

 
  

◇ 関係者以外の農場への立入禁止 
◇ 車両、物、畜舎周囲の消毒 

◇ 長靴、衣服の交換、消毒の徹底 

◇ 農場入退場時の手指の消毒 
 
 

 
 
 
◇野生動物の農場への侵入防止対策の徹底 
（例） 
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① 病原体持ち込み防止の徹底 

② 野生動物の侵入防止対策 

再度、豚熱防疫対策の徹底をお願いします!! 

←農場周辺に柵

を設置 

堆肥舎等への 

防鳥ネット設置→ 

裏面へ続く 



 
 
 

 
◇飼養家畜を毎日観察し、家畜に異常がみられた場合は、すぐに家畜保健
衛生所に連絡 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

③毎日の健康観察、早期発見・通報 

豚熱（CSF）の症状 

アフリカ豚熱（ASF）の症状 

≪家畜に異常が見られた場合の連絡先はこちら≫ 

最上家畜保健衛生所 

電話 0233-29-1357（休日、夜間も対応） 


